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 「世界史の構造」（柄谷行人(2010)1）（図 1 にその岩波現代文庫版(2015)版を示す）に、

「『資本論』でマルクスは、資本主義生産を、機械の発明や使用からでなく、資本によるマ

ニュファクチャー、つまり「分業と協業」という労働の組織化から考察した。機械はもっと

前から存在していたが、それが実用されるにいたったのはマニュファクチャーが発展した

後である。」という小文があった。 

 そして、この小文で語られている同様なことが、起こっ

ていることに気付いた。それは、情報技術により実現され

る「仮想作業空間」（Pruitt & Barrett (1991) 2 ,筆者

(2020)3,(2021)4,(2021)5）の誕生である。 

 すなわち、仮想作業空間がコロナ禍により、急遽実現さ

れることになった。しかし、言うまでもなく、実相作業空

間は厳然として存在しているし、今後も当然存在し続け

ることは間違いない。 

 しかしながら、両空間は、従来そして今でも、個別に議

論されており、両空間ともども変容あるいは融合しつつ

あるという現実の認識に欠けているように思われる。 

 すなわち、今や、リモートワーク／テレワークが、緊急 

図 1 世界史の構想    避難的な処置から、恒常的な選択肢の一つとして定着し

つつある。そして、今や教育現場にも適用されており、何れ社会全体が何の違和感もなく受

け入れるようになり、例えば、対面参加者とリモート参加者の区別なく議論するようにもな

るのではなかろうか。 

 このような両空間の変容は、生産活動であれ消費生活であれ、すでに起っている。例えば

後者の例として、図 2 ユニクロビジネスモデル(2021)6に示すような店舗と E コマースの融

合がある。すなわち、E コマース（仮想空間）で注文した製品を店舗（実相空間）で受け取

れる（多分確認などをして）のである。 

 一方、生産活動についても、図 3 に示す「インタンジブル・アセット」（エリック・ブリ

ニョルフソン(2004)7）で、コブ・ダグラス型生産関数が取り上げられて、企業付加価値が通

常の資本ストック、コンピュータ資本ストックと労働の三投入要素との関係で表されると

している。これは、通常資本と労働という実相空間の存在とコンピュータ資本ストックとい

う仮想空間の共存を当然としているかのようである。 

 なお、この論文は、情報投資の経済性評価の道を開いたもので、これ以前は情報システム 
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図 2 ユニクロ ビジネスモデル           本ストックと 

いう仮想システムを同列に扱うことによって得られ

たのである。言い換えれば、インタンジブル・アセッ

トを二つのタンジブル・アセットと同列のサブシステ

ムとして扱うことによって、その評価を可能にしたの

である。 

 しかし、「コロナ禍」により齎された「リモートワー

ク」の出現は、この「インタンジブル・アセット」の

在りように大きな変化を齎した。すなわち、実相のみ

の存在だった「労働」が、実相と仮想に跨る存在にな

ったのである。 

 たとえば、レノボ・ジャパン合同会社(2021)8は、数

年先の将来に向けて、表 1 に示す 8 つの項目をあげて

いる。 

図 3 インタンジブル・アセット  

           表 1 働き方 8 つの予測 

① ハイブリッドワークが働き方の主役となる 

② サードプレイスは機能的に組み合わせて使われる 

③ ワーケーション（旅行しながら働く）はオフィス機能の一部を代表する 

④ オンライン会議の質に重点が置かれる 

⑤ 情報共有基盤の整備がビジネス推進の鍵となる 
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⑥ 5Ｇが働き方の柔軟性を大きく向上させる 

⑦ 従業員が自宅で業務用 PC をゼロからセットアップできるようになる 

⑧ 従業員それぞれが自ら IT 環境を選ぶようになる 

 

これらの項目が数年内に「遍く実現される」というのは信じがたいが、多くの企業のオフ

ィスで実現されそうである。そして、今考えられているリモートワーク／テレワークの単な

る直線的な延長上には収まらない進化が起こりそうである。 

また、「コロナ禍」騒動でその影が薄くなっている「インダストリー4.0」（ドイツ最終報

告書(2013)）の進行も忘れてはならない（筆者(2020)9）。そもそも、この産業革命は「価値

創造チェーン／ネットワークのデジタル化」を主題とするもので、その中核的基礎を表 2 に

示す(BITKOM et al.(2015)10)。 

表 2 インダストリー4.0 中核的基礎 

この研究ロードマップの第 2 項「バリューチェーンを隅々まで横断するエンジニアリン

グ」の細目として「実相界と仮想界の統合」と「システムズエンジニアリング」の二つをあ

げている。 

また、同第 5 項「分野横断的技術（サイバーフィジカルシステムズ技術）の継続的開発」

の 5 つの細目の一つとして、「インダストリー4.0 の場でのネットコミュニケーション」を

あげている。この「ネットコミュニケーション」と本稿での「リモートワーク／テレワーク」

は、前者が産業現場を後者はオフィス業務を対象としており、同一とは言えないまでも、相

補的と言えよう。しかし、「実相界と仮想界の統合」となると、両者は同じ目標を目指して

いることになる。まさに、インダストリー4.0 も仮想空間の誕生に深く関わっているのであ

る。 

2015 2018 2025

新ビジネスモデルのための方法

枠組み-価値創造ネットワーク

価値創造ネットワークの自動化

実相界と仮想界の統合

システムズエンジニアリング

センサーネット

知能性-柔軟性-可変性

マルチモーダル支援システム

技術的受容性とシステム形成 (Albeitsgestaltung)

インダストリー4.0の場でのネットコミュニケーション

ミクロエレクトロニクス

安全と保安

データ分析

インダストリー4.0の用語と意味

価値創造チェーン／ネットワークのデジタル化

研究とイノベーション： 実現を目指す研究ロードマップ

2035

マイグレーション戦略

デザインによるインタストリー4.0

1
バリューネットワークを横断
する水平統合

2
バリューチェーンを端々まで
横断するエンジニアリング

法的大枠条件

4
職場での新たな社会インフラ
ストラクチャー

5
分野横断的技術（サイバー
フィジカルシステムズ技術）
の継続的開発

参照アーキテクチャー、標準化と規格
安全ネットワーク化システム

3
生産システムのネットワーク
化と垂直統合
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